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論文題目 「戦国期城館群の景観」 
 
  審査要旨 
 
 本論文の序章において、まず、分析の基本となる縄張り図の重要性を改めて強調したうえで、
１９７０年代までの城郭史研究の歩みを回顧し、この時期まで主流を占めていた城郭愛好家によ
るアプローチを的確に論評し、その後の研究の進展と深化を広い視野から明らかにしている。 
  「第一部 城館跡類型論の視座」では、領域の防衛を視野に入れつつ、城館跡の類型分けを試
みている。Ａ小規模で恒常性の強い城館、Ｂ大規模で恒常性の強い城館、Ｃ大規模で臨時性の強
い城館、Ｄ小規模で臨時性の強い城館の４つに分類し、実態の把握に努めている。このような空
間軸と時間軸を複合させた視点は、全国的な城郭の分布をマクロに把握し、理論化するにはきわ
めて有効であり、論者の独創性が注目されるところである。これが第一部のみならず、第三部ま
での一貫した視点となっており、城郭の構造論とあわせて、城郭が関わる領域に視野を広げ、そ
れが本来の目的で活用される状況を明らかにする。その際、戦国期の軍事的状況が集約的に示さ
れる「境目」に注目し、兵力の動員と城郭の形態を明らかにして、大名にとって質的に不均等な
在地の社会的勢力による軍事的補完が必須であったとし、そこから様々な形態の城館の必要性を
浮かび上がらせている。 
 「第二部 城館跡から見た地域と権力」では、伊達氏、最上氏といった東北地域の大名を主た
る対象とし、その詳細な実地調査を踏まえて戦国大名の領域における城郭の意義を明らかにして
いる。特に第一部で注目した「境目」の考察を一歩進め、境目のうちでも豊富な常備兵力を配置
できない城館に、その欠を補うべく高い築城技術が導入されることを論証した点は当論文の貴重
な到達点を示すものであろう。既に第一部で提起された「大名と国人領主・土豪という静態的な
ヒエラルヒーを城館群に投影して分類するのではなく、逆に遺構そのものの多様性から出発して
領域内部の在地諸勢力と大名権力との相互関係をとらえること」の重要性を提起しているが、自
らこの提起を実践したものである。ここからさらに展開し、「城郭を中心とする境目の社会史」
と表現すべき分野に踏み込んでいる点も注目すべきところで、多くの研究者にとって示唆的な内
容を含んでいるといえよう。特に文献史学の最新成果を取り入れた「境目は一時的にふくれあが
った消費人口を抱え込んだ場である」という指摘は従来の戦場概念に修正を迫るものであり、同
時に城郭の多様なあり方を示唆するものとなっている。 
 さらに「第三部 中世から近世へ」では築城技術の変遷を追い、その分析に際して、侵入その
ものを阻もうとする「遮断系」と、侵入者を導線に沿って動かし、効果的に打撃を与えようとす
る「導入系」という区分を設定し、従来後者の研究が進んできたことを指摘して、実は遮断系の
技術の多様な開花こそが戦国期城館を特徴付けるものであるとし、その実例として畝状空堀群を
あげている。この畝状空堀群は、織豊系城郭には採用例がほとんどなく、北陸・中国・北九州な
どに多く見られるものであり、地域に根ざした自立的な領主たちの緊急の軍事力編成にとってと
りわけ有効な技術であるとしている。この畝状空堀をもって遮断系の技術の多様な開花としてい
るが、他の遮断技術については若干の言及があるものの、詳述されることはなく、今後の課題と
すべきところであろう。この第三部で、注目すべき点は第一部で示した類型論の視座をまとめ、
各論を踏まえて四つの類型を再度検討して内容を深め、締めくくっている点である。特に、第一
部でCとした「大規模で臨時性の強い城館」の特性が「陣城」に最もよく現れていることを示し、
自身の論考を立脚点として全国的な研究状況をまとめている。従来、攻城に際して設けられる臨
時の城郭という認識であった「陣城」が、実は多様な存在形態を示すものであることが明らかに
され、その機能と形態が鮮明に把握されることとなった。ここに近年進歩の著しい城郭史の見事
な集約をみることができ、また松岡氏の到達点の高さを象徴していると言えよう。１９７０年代
までの城郭史研究が、大名か土豪の城であるということを前提にして、その城主の判別に多くの
力を割いていたことからするとまさに隔世の感があるといえよう。 
 以上のように、８０年代以降の城郭史研究をリードしてきた村田修三氏等の研究に導かれつつ、
独自の視座に基づいて、主に東国の城館を調査フィールドとした本論文の独創性は高く、城郭史
研究の体系化、精緻化を大きく前進させたと評価することができるであろう。 
 以上のことから博士（文学）の学位を授与するに値するものであると判断される。 
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